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◇ご連絡事項◇

１．本年のスローガンは香りです。私たちがどのような香を放っているでしょうか？祭司団である私た

ちひとりひとりから立ち昇る香が聖別され、真に神を喜ばせるものであるように求めましょう。

２．The Way of The Spiritの学びは主日午前 10：00からチャペルで行われております。新しいセ

クションに入ります。祝福されますように。

３．KFC内部の個々の事柄は徐々に兄弟たちに委ねて行きたいと思います。私のメッセージを中心

とするミニストリーは外部に向けて発信する方向へと切り替えています。

４．いろいろな経費が必要な方はお申し出下さい。

キングダム・フェロシップ・チャーチ

週 報

2008.09.14

流れるままに（３）

先週はDr.Lukeはメッセージしないと言いつつ、つい出張ってしまいました。今週は兄弟姉妹に完

全に委ねるようにと、内なる主の促しがあります。これから月に1,2回は皆さんにお任せしたいと考

えております。誰かのメッセージにぶる下がるいわゆる礼拝のあり方は決して正常ではありません。

もちろんそのような機会は必要ですが、すべてがその形になるのはキリストの体の交わりとして問題

があります。もちろん誰もがメッセージする賜物があるわけでもありませんが（これには訓練も必要

です）、祈ることはできます。賛美することはできます。主を褒めることはできます。ポイントは主にフ

ォーカスすること。この時、内側に何か主からの委託が与えられます。それを短くとも語り出す時、

まず自分自身が油塗られ、祝福され、そして大いなる喜びと解放感を味わうことができるでしょう。

この時私たちの交わりはきわめて豊かなものとなるでしょう。しかし、預言の霊は預言者に服するの

ですから、私たちが口を閉ざすならば、預言の霊を制限するのです。このとき交わりは貧しくされま

す。私たちは今、いわゆる教えを聞くだけの段階から、具体的実行の段階に入っていると思いま

す。主は私たちを成長させたいのです。キリストにある幼子はミルクをもらうだけでした。しかしキリス

トにある大人は硬い御言葉を自らさばき、料理し、互いに提供し合うのです。これが互いの間での

祭司の務めです。自分はできないと言ってはなりません。それは自分を見ている証拠です。元々

私たちはキリストから離れては何もできないのです!しかし信じる者にはすべてのことが可能となる

のです。内なる霊を解き放ちましょう。（驚く事に本日のニーの黙想のテーマでもあります！）
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◇ローカル・フェロシップ◇

地域ごとに交わりの場が与えられています。家庭集会はリラックスした中で、親密な交わりができる場

です。お互いの問題を交わり、祈り合い、励まし合い、建て上げる場として主が豊かに油塗って下さ

います。それぞれが導きを受け、自分にふさわしい場を得られますように。また新しいローカル・フェ

ロシップを始めたいという導きのある方は遠慮なくお申し出下さい。豊かなアノイントを祈ります。なお

名称はそれぞれで愛称をつけてください。

■ チャペル・フェロシップ 祈りの会 随時

■ 各地のフェロシップ
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主日午前 10：00- 場所：チャペル

◇ 祈りの課題 ◇

■ KFCのために

・ 御霊の流れに任せること、ひとりひとりが祭司として主の前に立つこと、祈ること、語ること、

務めを果たすことを求めましょう。

・ 家族の救いと回復のため。特に互いの和解のため。

・ 新しいチャペルのために（飛躍の前に洗練され、かがむ必要があります）

・ 新しい働きのための必要の満たしと、具体的導きのために

・ KFCのメンバーと家族の健康や生活が支えられ、祝福と恵みがさらに増し加わるように。傷病

にあるメンバーの癒しのために。

・ 各ローカル・フェロシップや諸々の奉仕・働きが油塗られ、祝されるように。

・ パスターと家族の健康が支えられ、主の守りがあり、メッセージやカレッジのためのいっさいの

必要が満たされ、キリストの豊かな油注ぎと油塗りがあるように。

・ 教会の事務、長老や執事の重荷を負って下さる方が与えられるように。

■ 日本や世界のために
・ 日本の霊的状態のために。神道回帰などの形で、これまでの揺り戻しが起きてきます。

・ 青少年の霊的健全さのために。混乱の世において教会が防波堤となれるように。

・ テロの横行に対して、敵の業を阻止するために。北朝鮮のミサイルによる挑発や拉致被害者

の家族のために。

・ 地震や津波などの天災での被害者のために。

・ 日本の政治家のために。今後ますますニッポンは混乱し、欺瞞によるなし崩し的動きが顕著

になっています。主の義がなされ、主の御手の介入があるように。

・ キリスト教界のために。諸々の自己を動機とする偽りの教えやムーヴメントに欺かれることが

ないように。まことの信仰による真理と霊による礼拝の回復がなされるように。

・ 中東の混乱に対して。この苦難の中でユダヤ人が悔い改め、またイスラムの人もイエスを知る

ことができるように。イスラエルとアメリカがこれ以上の欺瞞を続けないように。


